











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































跛語の〈 逍 媚 〉
の定
義を
抄
録するのみな
らず、
同時に沙老が
追究した
黄道周から
鍾縣
・
索靖
を基軸
とする
章草の
風 趣
がある
書跡
でもあるからである。
言い換
えれば
黄道周が
要諦
とした〈
逍 媚 〉
が、
沙老個人の美意識
(14) 
の基
盤となって表
現されていると考えられるからである。
沙老は
黄道周を、
書道史の観点から
一
一王とは
別
系統の道
を切
り
拓き、「明
季書人
第一
」
と高く評
価
したが、
それは
単な
る史
実の指摘に
留まらず、〈
逍媚 〉
を風
格の
基盤
とす
る別
の書法審美
の系
譜
を切
り
拓いた
からでもあったと言え
よう。
最後
に、
現代
の
西洋
美学
には、
1ポスト
分析
美学、
2多
元化文化
主義
、
3マ
ルクス
主義
と文化批評、
4実用主義
芙
学の四つの
基本的
傾 向
があるとされるが、
1ポス
ト
分析
芙
五、
小結
媚〉
を論
じたことに
焦点を
当てて作
句さ
れている。
波線
部
は「書
品論」
からの引用であるが、
見方
を変えれば、「書
品論」を
基本に
他の
害論を
加えて作詩し いるとも言える。
学の
重要
な問題が
「
何が
美学
であるか」ではなく、「
美学
(15) 
は何
ができるか」
にあるとする考
え方は、
東アジア
の書
美
の探
求 、
解明にも
当てはまろう。
すなわち「書法
美学
（書
法審美
）
の研究は
何ができるか」である。
本稿
はその
よう
な観点から考
察を行
ってき
た。
今後も
美学の
視点から書を
分析したいと考
えている。
注
(1)
拙稿
「書法審美範疇語
〈遺媚〉
考」
書学書道史学会編
『書学書道史研究
10』
五七頁1七
四頁、
二
00
0年九月三
OH
発行所収
。
その
後
『書法美学
の研
究』
四九頁
1
10
二頁
、
汲
古書院、
二
00
四年六月発行
に収録し、
「寄法審芙苑峙語
II逍
媚“
考釈」
『漢字書法審美範疇考釈
』
四一
頁1九0頁
、
上海
社会科学院出版社、
二0
0
六年五
月発
行に
も収
録した。
(2)
〈逍媚〉
の初出は
何延之
『蘭亭記』
の
「蘭
亭……
、
逍媚勁健、
絶代更無
。」
である
。
(3)
本稿
は平
成二
三年二
月九日に
川越女子裔等学
校に
おいて
開
催され
た埼玉
県高等学校書道教育研究
会における
講演
「書法
の美
意識
沙孟海と黄
道周
の〈
遺媚〉
をめぐ
っ
て」
を基に
加筆訂正
したもの
である
。
また本
稿に先
立ち次の三篇
の文
章
を発表し
ている
。
1「
緬懐導師沙孟海」
《「
百年名社
・千
秋印学」
国際印学
(80) 
研討会論文集》
三九五頁
s
四00頁
、
西治印社出
版社、
ニ
00三年
一
0月
。
2「
恩師沙孟海先生筆
《追録悦会鼎手祓
一段
》」
『大東文
化大学紀要
〈人文科学〉
』
第四二号
、
一五
一頁
S一六
0頁
、
二0
0四
年三月
。
3「
沙孟海和黄道周
ー
〈逍媚為宗
・加
以渾深〉」
浙江省書
法家協会編
《「
沙孟海論壇」
匿中国書法史学
国際学術研討会
論文集》
一九
三頁S
一
九九頁、
浙江古籍出
版社、
二0
10
年
九
月。
なお二0
10
年
の一年
間は
「沙孟海先生
誕
辰―
10
周年」
紀
念年で、
杭州を中
心
に研
討会
のほか
多く
の交
流活動や
展覧会
が開
催
された
こ
とを記し
ておきた
い。
(4)
拙稿
「黄
道周の書
論」
『中国文化』
漢文学会
会報48
号、
一九
九0
年所収参照。
(5)
拙稿
「悦
元瑯と黄
道周
応酬詩と墓誌銘を中
心
に」
『中国文化』
60号
、
―1
0
0二
年所収参照。
(6)
拙稿
「黄道
周獄中手書
《孝経》
考」
『中国文化』
59号
、
―1
00
一
年所収参照。
(7)
拙稿
「劉熙載
の書品論
（下）
〈力〉
〈気〉
字術語考」
『書法芙学
の研
究』
一六
七頁
s
二0
三頁
、
および
『漢字
書法審美範疇考釈』
一四
七頁S
一七
一
一頁
を参照さ
れたい
。
(8)
《黄
石斎壬申元日詩堤迩
》
は、
《楷書詩翰冊》
または
《侃元娩、
黄追周書翰合朋
》
とも呼
ばれている
。
《楷沓詩翰冊》
とする
の
は、
上海人民
芙術出版社
《芸苑扱英》
第一
八
期(
-九
八二年
十月
、
浙江省博物館蔵品特
輯号）
であり
、
沙孟海題字
《浙江
省博物館蔵品選》
も同じ
である
。
《悦元蹄、
黄道周書翰合冊
》
とする
のは
、
文物出版社
《書法叢刊》
第二五
輯
(-
九
八一年
三月
）
である
。
(9)
〈骨力〉
は精
神、
内面か
ら発す
る
「骨格
の筆
力」
であり
、
運
動性
を感じ
る表現
、
構成
の本
体である
。
〈筋肉〉
は〈
筋〉
と
〈肉〉
の相
対関
係によ
っ
て形
作られ、
運動性
を感じる表
現、
構
成の
要素
である
。
拙著
『書法美学
の研
究』
および
『漠字書法
審美苑麒考釈』
を参照さ
れたい
。
(10)
謝肇渕
(-
五六七
？
s-
六二
四？
）
は明
末の
学
者。
字は在
杭、
号は
小草斎、
福建長楽
の人
。
博学多オ
で
『五
雑組』
他を著わす
。
『小草斎集小伝』
には
「草書
は張
芝、
行書
は玉
義之
のよ
うだ」
と評
している
。
(11)
「棺頌」
は例えば故
宮博物院蔵
「熔頌巻」
（崇禎八年
・紙
本・
行書）
が伝
来する
（榮賓齋出版
『中国書法全
集56
黄道周』
一
九九
四年所収）
。
(12)
「樟識」
と
「千
字文」
はともに不
詳。
侯真平著
『黄道周紀年
著述書画考』
履門大学出版社
一九
九四年出
版にも見
えない
。
(13)
「呉長文新得顔公壊碑」
（中華書局
『宋詩紗』
一の
「臨川詩
紗」
所収）
を指すか。
原詩は古詩
で次
の通
り。
魯公之書
既絶倫、
歳久更為
所珍。
荒壇壊家朽崖屋
、
剥落風雨
埋煙
塵。
断碑敷尺
誰所得、
貼蓋
入紙完如新。
延陵公
子好事者、
拓取持寄
情相親。
六書築猫敷
雙改、
訓詰後世
多失員。
誰初妄
整妍興醸、
坐使學士
努骸筋。
堂堂魯公勇且仁
、
出遇
世難親鰹
(81) 
綸揮
嘔卓榮
又驚俗、
登亦以此誇
常民
。
但疑技巧有
天得
、
不
必勉強方
通神。
詩歌甘棠美
召伯、
愛惜蔽苗由
思人
。
時危忠誼
常恨少、
賓此勿復令埋埋゜
(14)
なお
〈逍媚〉
と類似する
〈剛健綱婦〉
を用い
て書を評す
る
場合が
ある
。
例えば姜寿田
「含剛健綱婦
為一
体
曽国藩的
者法芸術」
上海
冑画出版社
『書法』
ニ―
0三年二
月号、
二六
頁S
三0頁
がそれである
。
姜氏は
曽国藩
(-
八―
-s
­
八七
二）
の書を、
「そ
の書は沈
鬱雄挫、
骨力内
蘊にし
て逍媚を
失せず
」
と評
している
。
よって
、
〈逍〉
を
〈剛健〉
に、
〈媚〉
を〈
剃婦〉
に置き換え
て考
えること
も可
能であろ
う
。
とい
う
のも
「骨力隣絢」
にして
〈遺〉
になり
、
〈剛健〉
になり
、
「筋
肉輔茂」
にして
〈媚〉
になり
、
〈剃婦〉
になり
得
るからである
。
図示すれ
ば左の通
り。
〈逍〉
I
「骨力隣絢」
ー〈
剛健〉
＼／ 
〈遁媚〉
〈剛健剃媚〉
／＼ 
〈媚〉
ー
「筋肉輔茂」
ー
〈剃媚〉
さらに
〈剛健〉
と
〈銅婦〉
以外
にも
〈陽剛〉
と
〈陰柔〉
、
〈豪放〉
と〈
婉約〉、
〈沈着痛快〉
と
〈優悠不迫〉
を挙
げる
こと
ができる
。
これらに
つい
ては
門脇廣
文氏と
の共訳
「成復
旺著
・中
国人民
大学出版社
『中国美学範疇辞典』
引論
·
訳注」
大東文化
大学
『漢學會誌』
第四
十帷、
二0
0
一
年三月
、
一
六七頁所収
の「
闘」
および
拙稿
「美的
範疇と
「書」
」
大東文化大学人
文科学研究所報告書
『中国美学範疇研究論集』
第一
集
、
二0
一三
年三月
、
照された
い。
(15)
中国美学研究
班報告
「現代西洋美学
の四つ
の傾
向」
大
東文化大学
『人文科学研究所所報』
め17
、
二0
1
―年
三月
所収。
（大東文化大学）
10
一頁
所収
の
「中国美学範疇語体系圏」
を参
(82) 
